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は じ め に

校 長 榮 羽 勝

今年度、第Ⅳ期の３年目を迎えた本校では、これまでの蓄積をもとに以下の点に

重点的に取り組みました。

（１）新学科「ＳＴＥＡＭ探究科」の始動

（２）海外研修の深化

（３）教員交流研修会の充実

まず、新学科「ＳＴＥＡＭ探究科」については、第Ⅲ期において全校発表会であ

る「豊高アカデミア」を開催することで、発表を通じて県を越えた交流の場を創り

出すことができました。しかし、探究活動のテーマ設定のための「深い教養」と内

外に発表するための「表現力」が本校生徒の課題でした。そこで、この課題を解決

するために、兵庫県が令和２年度から進めていた兵庫型ＳＴＥＡＭ教育の実践モデ

ル校として、文理融合、教科横断型教育の研究に取り組み、さらに今年度入学生か

ら理数科を改編して「ＳＴＥＡＭ探究科」をスタートさせました。

次に、海外研修については、今年度は台湾への研修を実施し、桃園高級中等学校

を訪問して発表による交流会と両校生徒による共同実験を行いました。訪問先の学

校との共同実験は本校の海外研修史上初の試みで、日本と台湾両国の水質について

比較実験を行いました。これが今後の共同研究への足がかりとなることを期待して

います。

そして、教員交流研修会については昨年度から始まった取組で、全校発表会「豊

高アカデミア」において実施しました。今年度は横浜サイエンスフロンティア高等

学校の中川知己先生を講師としてお招きし、本校教員だけでなく他校の先生方にも

ご参加いただき研修を行うことで、指導力の向上を目指しました。

また一方、二点の課題が残りました。まず一点目は、今年度実施された中間評価

でもご指摘をいただいた、ルーブリックの関連性です。ＳＳＨで育てたい資質・能

力を明確にしたルーブリックを作成することが必要であるにもかかわらず、様々な

ルーブリックが存在しており、その関連性が明確に整理されていないことから、速

やかに精査・修正を図りたいと思います。

二点目として、客観性に乏しい成果分析です。これは成果の分析のほとんどを生

徒による自己評価に頼ってしまっていることが原因で、客観性を保証できる成果分

析のあり方について真摯に取り組んで参ります。

今後とも兵庫県北部地域の理数教育拠点校として、豊高型ＳＴＥＡＭ教育を基盤

とした創造力・国際性を備えたサイエンスリーダーの育成に努めて参ります。

 結びになりましたが、本校ＳＳＨ事業の推進にあたってご指導・ご協力をいただ

きました関係各位に心より感謝を申し上げ、今年度研究開発実施報告書の挨拶とい

たします。
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兵庫県立豊岡高等学校 基礎枠

指定第Ⅳ期目 指定期間 ～

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

豊高型 教育を基盤とした創造力・国際性を備えたサイエンスリーダーの育成

② 研究開発の概要

・真理の探究に努め、科学技術の進展を期する生徒・学び続ける態度を持つ生徒、・倫理観と使

命感を持ち、将来国際的に活躍するリーダーにふさわしい人間性を備えた生徒、・深い教養と豊か

な表現力で分かりやすく他者に伝え協働して行動する生徒の育成を目指して、課題研究を支える

「豊高型 教育」を開発することで、世界や郷土の発展に寄与するサイエンスリーダーを育成

するカリキュラム開発と普及を行う。第Ⅳ期３年目の具体的な取組は次の３点である。

（１）新学科 探究科の始動

（２）海外研修の深化

（３）教員交流研修会の充実

③ 令和６年度実施規模

（備考）

普通科１年生は文系理系を分けていない。

アカデミックツアーⅠは 探究科、サイエンスツアーⅡは理数科のみを対象とする。

課程（全日制）

学 科
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計

実施規模生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

生徒

数

学級

数

普通科 全校生徒

を対象に

実施

理系

文系

理数科

探究科
課程ごと

の計

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

研究開発課題を実現するために生徒に身につける力として、次の３つを定めた。

・科学的事象や社会的課題に対して自ら課題を設定し、深い知的好奇心をもって探究し、他者と

協働して科学的手法で解決できる力。

・他者とのかかわりや評価を通して課題解決の方向性を自ら導くことができる力。

・成果を分かりやすく発表し、結果を科学的に議論できる力。

これらの力を涵養するための具体的なプログラムとして、 事業を３つのステージに分類し、

年次計画を立てた。

・探究基礎力を養うステージ：「基礎ステージ」

・養った力を実践に活かすステージ：「実践ステージ」

・分かりやすく他者に伝え、科学的に討議するステージ：「展開ステージ」
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基基礎礎スステテーージジでは課題研究に必要な資質を育成する３つのプログラムを実施する。①科学的思

考力と研究スキルの育成プログラム、②リーダーにふさわしい国際性とコミュニケーション力

の育成プログラム、③深い教養と豊かな表現力を身につけ、知的探究心を育成するプログラム。

実実践践スステテーージジでは、基礎ステージで培った科学的思考、手法と表現力を基に、高度で実践的な

課題研究を行う。展展開開スステテーージジでは豊高アカデミアなど各種発表の場で発表し、分かりやすく

伝え、科学的な深い議論をする力を養う。

○年次計画

第
１
年
次
（
令
和
４
年
度
）

豊高型 教育の基礎作りとコロナショックからの回復
→コロナウイルス感染前の取組みを復活し、新設授業開発や 活用を行った

（１）基礎ステージ
・理数科１年生の理数探究基礎の開発と実施
・小中高連携事業などの実施
・オンライン留学実施 ①

（２）実践ステージ
・ 概論の開発と実施
・大学との連携（サイエンスツアー）のコロナ以前の体制の復活と、 活用による充実

②
（３）展開ステージ

・豊高アカデミアを も活用したハイブリッド型発表会として充実 ③
（４）職員体制・評価方法・教員研修

・第Ⅲ期で開発した事業の改良実施
・単位制新学科設置に向けた校内体制構築
・授業力向上プロジェクトの５つのプログラムを実施（以降毎年）
・課題研究 テストの開発と実施（毎年）
・生徒の自由記述分析（テキストマイニング）

第
２
年
次
（
令
和
５
年
度
）

海外研修や豊高アカデミアの充実、課題研究・探究活動の質的向上
→２年目の新設授業開発や の活用をさらに推し進めた

（１）韓国海外研修
・研修先で地元高校生や中学生と課題研究交流会の実施
・課題研究交流会の韓国 ギリシャ 日本の３国オンライン接続

（２）課題研究、探究活動の向上
・理数探究、課題研究実践の開発と実施
・普通科２年生理系の理数探究基礎の開発と実施

（３）豊高アカデミアの充実
・豊高アカデミアへの海外の高校の参加
・ 先進校教員を招いた探究活動の教員研修

（４）職員体制・評価方法・教員研修等
・単位制新学科 探究科のカリキュラム開発
・課題研究討論会の普通科への拡大、参加校の拡大
・ の評価項目の改定
・ を活用したハイブリッド型事業（１年次①②③）の検証と改善

第
３
年
次

（
令
和
６
年
度
）

新学科 探究科の始動、海外研修と教員研修の深化
→文理融合の取組みの充実と、海外の高校との共同実験と探究の指導力向上研修の実施

（１） 探究科１年生の探究指導の開発
・ Ⅰ、探究基礎、共創探究Ⅰの文理融合の探究活動の研究開発

（２）台湾海外研修での共同実験の実施
・桃園高級中等学校との共同実験の実施

（３）豊高アカデミアの充実
・ 先進校教員を招いた探究活動の教員研修
・大雪警報による自宅からの を用いた口頭発表の実施

（４）分野横断型の取組みの研究開発
・普通科３年生のリベラルアーツの開発と実施

（５）教員体制・評価方法・教員研修等
・豊高版卒業生活躍事例集の作成と域内中学校への配布準備を進めた
・ 備品リストの作成と共同利用のためのガイドライン作成を進めた
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第４年次 （令和７年度）
・学校設定科目の教材、指導体制の見直し
・３年間のふりかえりで見つかった課題に対応する校内研修を実施
・ 備品リストの公開
・課題研究指導に関する教員研修会の実施
・小学校教員対象の実験研修

第５年次 （令和８年度）
・開発した教材を一般校でも使えるものにまとめ、発信
・ サイクルにより改善した各教科のルーブリックや課題研究・探究 テストなどの

実践事例を県内外に発信
・開発した豊高アカデミア等事業の実施ノウハウをホームページなどで公開

計画の進捗状況

－第３年次計画の進捗－

（１） 探究科１年生の探究指導の開発
・ Ⅰ：多角的、複合的に事象を捉えた上で、統計処理やデータサイエンスなど数学的な手
法を用いて課題解決を図るために必要な基本的知識や技術、表現力を習得する。
① 背理法の論法を使った寸劇を考える
② 生物用語を使った寸劇を考える
③ 三角関数の社会技術利用について大学教授からの講演を受講
④ 科学人材のキャリアについて大学教授から講演を受講

・探究基礎：大学での研究体験と発表指導
① 神戸大学において、研究体験を実施
② 研究内容についてクラス内発表会を２回実施
③ 豊高アカデミアにてポスター発表と口頭発表を行った

※大雪警報により、ポスター発表は３月に延期した
・共創探究Ⅰ
① 入学前ミニ探究による早期の探究指導の実施
② 未来からの挑戦状において地域課題の探究活動を実施して発表会を行った

（２）台湾海外研修での共同実験の実施
・オンライン海外研修として、交流を続けてきた台湾の桃園高級中等学校へ訪問をした。台湾の
川の水質をキレート滴定により調査する共同実験を行い、日本の豊岡の水質との比較研究を行
った。桃園高級中等学校と共同研究につなげていくことを目標とする。

（３）豊高アカデミアの充実
・大雪警報が発令された。２年前は中止となったが、今年度はその教訓により事前準備から警報
時の対応を指導し、生徒全員が自宅から を用いた講演の視聴、口頭発表の司会進行や発
表を行った。

・横浜サイエンスフロンティア高校の特別非常勤講師を招聘して、探究指導の研修を実施した。
（４）分野横断型の取組みの研究開発
・リベラルアーツの授業に英語、芸術、情報、理科の教員を配置し、落語やプログラミング、

ゴーグルを活用した英語での天文学授業など分野横断型授業を展開した。
（５）教員体制・評価方法・教員研修等
・理数科の取組みを運営する 企画室と普通科の探究活動を運営する探究推進部を統合して探
究推進部を編成し、探究活動全体を強力に推進する体制を整えた。探究活動を協働して指導す
る教員の組織体制を整えた。

・豊高版卒業生活躍事例集を作成するための、卒業生へのアンケートを実施し、事例を収集した。
その事例を編纂して冊子を作成する準備と、それを域内中学校へ配布する準備を進めた。

・ 備品リストを作成した。共同利用のためのガイドライン作成を行い、域内外の学校へ公開

する準備を進めた。

○教育課程上の特例

・令和４年度以降入学生は特例を設けていない。

理数科は理数探究基礎（１単位）、理数探究（２単位）の履修をもって総合的な探究の時間の

履修の全部に代替する。普通科理系は理数探究基礎（１単位）の履修をもって総合的な探究の

時間の一部（１単位）を代替する。
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○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項（教育課程表 ～ ）

主体的に課題を設定し、他者と協働して取り組む課題研究で高い教育効果をあげるために、学校

設定教科、科目を配置した。

（１）高度な探究を行うために基本的な知識、技能、態度を養う科目を配置（ 探究科）

・１学年で教科共創の科目「 Ⅰ」「探究基礎」を設置した

（２）教科の専門性を活かしつつ、教科横断型学習と協働学習により多角的に捉え解決する力や新

しい価値を創造する力を育むことを目指して教科科目を設置（ 探究科および普通科）

・学校設定教科「 」

科目：「 」、「リベラルアーツ」、「 （ ）」

○具体的な研究事項・活動内容

１．課題研究の深化

共創探究Ⅰ

（ 探究科１年生）

探究科の２年生の共創探究Ⅱを中心に据え、共創探究Ⅰで研究

のスキルを習得し、３年生で英語発表を行い、科学技術人材の土台を

築く。全体指導と個に応じた指導の両輪で、生徒の主体性に基づく探

究活動と、必要な知識や技能の指導とのバランスを図る。

共創探究Ⅰ：研究の基礎を座学で学ぶ。 を活用した発表資料作

成、入学前プレ探究による課題研究の早期実施

理数探究

（理数科２，３年生）

２年生の課題研究を中心に据え、理数探究基礎で研究のスキルを習得

し、３年生で英語発表を行い、科学技術人材の土台を築く。全体指導

と個に応じた指導の両輪で、生徒の主体性に基づく探究活動と、必要

な知識や技能の指導とのバランスを図る。

理数探究（２年）：主体的に設定したテーマで研究、校内外で発表

（大学出張講義「課題研究の進め方」、「効果的な発表のしかた」）

理数探究（３年）：２年生での課題研究の深化と英語での発表、校

外での発表

探究基礎

（ 探究科１年生）

課題研究実践

（理数科２年生）

長期休業、週末などを利用して集中的に実施し、課題研究に必要な知

識や技能、研究倫理に学ぶ。

探究基礎：アカデミックツアーⅠ、青少年のための科学の祭典 等

（神戸大研修、 講演会と発表指導）

課題研究実践：サイエンスツアーⅡ（４大学５研究室と連携）

探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（普通科１～３年生）

理数探究基礎

（普通科２年生理系）

理数科の課題研究の知見を普通科に普及し、探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを実施。

全校生が探究活動に取り組む。特に普通科２年生理系の生徒は理数探

究基礎として、座学と研究の両面で実施した。

探究Ⅰ：地域課題を素材とした探究活動

探究Ⅱ（理探基）：生徒が自ら設定したテーマによるグループ研究

探究Ⅲ：探究Ⅱの深化と論文作成、校内外での発表

２．地域と連携した探究活動

探究 ・芸術文化観光専門職大学等 ・

・ ・リベラルアーツ

小高連携・中高連携

等

・豊高サイエンスラボ ・ 体験会

・算数教室（小学校） ・がんばりタイム（中学校）

・青少年のための科学の祭典 豊岡会場運営と出展

理数探究 ・兵庫県立大学豊岡ジオコウノトリキャンパス等

３．開かれた発表会「豊高アカデミア」の充実

全校生参加の発表会「豊高アカデミア」を結節点とすることで、学科横断、学年縦断で成果と

手法を普及する。環日本海地域の 校、非 校の対面およびオンラインのハイブリッド型の

発表を通して交流の場を創出することを目指した。また、本校卒業生の東京大学名誉教授の尾嶋

教授による講演会や大学生の発表に加え、他校教諭を交えた教員交流研修会を企画した。
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令和４年度は大雪警報により中止となった。本年も大雪警報が発令されたが、２年前の教訓を

糧に事前準備で警報休校時の対応を生徒に指導し、 を活用して円滑に生徒が司会進行や発

表をオンライン上で行うことができた。

４． 教育による教科融合・文理融合型教科プログラムの拡充・深化

学校設定教科 ・ （２単位） ・リベラルアーツ（２単位）

・探究基礎（１単位）

教育 ・ 講演会 ・学校設定教科

５．テキストマイニング評価と課題研究テスト、授業力向上プログラムの開発

評価方法の開発

（ ～ ）

・各科目で単元ごとのルーブリック（振り返りシート）を実施

・種々の調査による事業評価

（テキストマイニングによる評価、到達度テスト「 テスト」、

生徒意識調査、卒業生アンケート、 の全

体分析、 事業ごとのルーブリック評価の分析）

授業力向上 ・教員研修 ・授業研究ユニットなどのプログラム

探究活動の指導力

向上

・豊高アカデミアで教員交流研修会を実施

６． を活用した授業・教材開発と探究活動への展開

（１） を活用した授業の事例共有

・授業研究ユニット ・校内教員研修

（２） を活用した動画教材の開発

・理数探究基礎の入学前プレ研究活動の 動画解説

（３） を活用した実践

・通常授業の欠席者へのオンライン配信 ・ や の各種サービスを

活用した教科の授業 ・大学研究室と接続したオンライン実験研修 ・探究基礎のオンラ

イン指導 ・豊高アカデミアのオンライン開催 ・大学教員によるオンライン出張講義

７．本校卒業生の活用事例

（１）豊高アカデミアの講演会

（２）豊高アカデミアでの卒業生による口頭発表

（３）サイエンスツアーⅡの訪問研究室の開拓

（４）課題研究討論会への卒業生の参加（予定）

（５）活躍事例集の編纂（予定）

８．その他の取組み

国際性を育むとりくみ ・オンライン留学 ・全校リスニング

・

生物自然科学部 ・バルーンようか天体観測 ・私の科学研究発表会 参加

・青少年のための科学の祭典（成果普及）

・東海大学付属高輪台高校との玄武洞研修

成果の普及 ＜来訪＞

・東京都立日野台高校 ・桃山学院大学

・兵庫県文教常任委員会

＜実践発表＞

・兵庫県科学部会

先進校視察 ・兵庫県立神戸高校 ・鳥取県立鳥取西高校

・鳥取県立米子東高校 ・福井県立藤島高校

・福井県立武生高校
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⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。）

校内組織体制の改変

探究推進部が普通科の探究活動や 教育の企画・運営を担当し、 企画室が理数科の課題

研究を中心とした 事業を推進してきた。全校の探究活動を２つの部署で分担することで、企画

・運営・事業の改善を行ってきた。しかし、令和６年度に理数科が単位制新学科 探究科に改

編されたことで、文理融合した探究活動の推進が求められて校内組織体制を改めた。探究推進部と

企画室を統合し、探究推進部を新設して 担当部署を包摂することで、部署全体で探究活動

の企画、運営を行うことができるようになり、指導体制が強化された。

１．共創探究Ⅰのカリキュラム開発（ 探究科１年生）

（１）探究活動の早期実施

・入学前にミニ探究活動を実施した。本校 に探究活動の解説動画をアップし、入学生はその動

画を視聴したうえで、こちらから提示した約 個のテーマから選んだり、自分でテーマ設定した

りして探究活動を行った。入学後にそのクラス発表会をポスター発表で行った。

・テーマ設定や先行研究の調査を１年生の３学期に先取り実施した。

（２）地域課題に根差した探究活動の実施

・未来からの挑戦状という普通科の生徒が大学等の教員から指導を受けて実施していた事業を

探究科にも波及することで、地域課題の解決を探究する分野横断的な探究活動を実施するこ

とができた。

２． Ⅰのカリキュラム開発（ 探究科１年生）

（１）数学の社会活用の実例を学習

・三角関数の社会活用やデータサイエンスについて学び、数学がどのように生活に活用されている

のかを学び、数学の授業を探究的に学習するカリキュラム開発を行った。

（２）演劇的手法を用いた表現力養成

・「背理法」の論法を組み込んだ寸劇の作成など、理系学習内容と演劇の革新的な融合により、協

働するためのコミュニケーション能力や表現力の養成を図った。

３．探究基礎のカリキュラム開発（ 探究科１年生）

（１）アカデミックツアーⅠの実施

・夏季休業中に神戸大学で研究を行った。生物学的な内容を主とした実験を通してマイクロピペッ

トや遠心分離機、吸光光度計などの大学の機器の使用方法を習得した。また、生徒や教員のアルコ

ールへの耐性調査をもとに経済学的な観点で効果的なアルコール販売方法を考察するなど、人文社

会学的な分野の研究を行うことで俯瞰的な知見の習得も図った。

（２）積極的なタブレット端末の活用

・教師と生徒間あるいは生徒間の研究データや資料の共有を容易にし、ポスターやパワーポイント

などの発表用データの同時編集が可能となった。

・大学教授によるオンライン出張講義などで や スライドなどの活用スキルを身につけ

たことで、リアルタイムに思考過程を講師に示すことができた。また、自分のタブレット端末で

接続できるようになったことで、豊高アカデミアの口頭発表も気象警報で自宅発表になって

も の画面共有を活用してスムーズにオンライン発表をすることができた。

４．理数探究のカリキュラム開発

（１）課題研究の早期実施

・入学前にミニ探究活動を行い、入学後にその発表会を行った。

・テーマ設定や仮説、先行研究の調査を１年生の３学期に先取り実施した。
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・これらの取り組みにより、２年生の課題研究を深める期間を創出した。甲南大学主催のリサーチ

フェスタにおいて２年連続でビッグデータ賞を受賞したことが、その成果と考えられる。

課題研究の受賞状況

ビッグデータ賞 令和６年度 リサーチフェスタ

５． テキストマイニングによる評価

・第Ⅲ期アンケートによる評価を中心に行ったが、生徒のメタ認知能力向上により自己評価が下が

ってしまうなど、安定した検証ができなかった。そこで、第Ⅳ期からはテキストマイニングによる

評価を試みた。下図は、理数探究基礎を実施した理数科の１学年時点と３学年時点で「探究活動を

ふりかえって、できるようになったこと、身についたこと、入学当初から成長したと思えることを

～ 字程度で記述してください」についての回答をテキストマイニングした。

これらを比較すると、以前は頻度が低かった先行研究についての頻度が１学年で高くなり、理数

探究基礎の授業において座学で体系的に学ばせてから先行研究の調査に入ったことが効果的であ

ったと推定できる。それが３学年になっても残っていることから先行研究の重要性が身についてい

ることが推察できる。

この評価は普通科でも２学年時点と３学年時点で実施した。

図１.理数科１学年時 図２.理数科３学年時

図３.普通科文系２学年時 図４.普通科文系３学年時

図５.普通科理系２学年時 図６.普通科理系３学年時



―　14　―

普通科文系では、理数探究基礎を授業していない。２学年時ではアンケートなどの探究手法が調

べ学習中心の記述が目立つが、３学年時では発表についての単語が目立つようになり、発表につい

てのスキル習得ができたことが重要だと感じていることを読み取ることができる。

普通科理系では、２学年時にグラフや仮説、考察など、研究手順についての記述が目立ち、理数

探究基礎の授業で学んだ研修手法の定着が見られる。３学年時では、研究手法や発表などまんべん

なく単語が出てくることから、研究全般に関する技能を身につけたことを推察できる。

３学年時点での理数科と普通科の比較を行うと、目立って大きな差はないように思われるが、理

数科の方が先行研究や考察などの研究手法についての記述が多い分、科学的な研究手法が身につい

たという意識がより強いことが見て取れる。

紙面の関係で割愛するが、 による感想の要約文も作成して、生徒の定着分析も行った。

６ 海外研修の充実（現地高校生と共同実験を実施）

（１）台湾海外研修

・予定人数を越えた申し込みがあったため、日本語と英語のハイブリッド型面接試験と、レポ

ート課題によって選考を行った。（ ）

・台湾の歴史と地質について事前学習し、台湾と豊岡の比較研究を行った。

・事前学習では豊岡の河川の水質調査を行い、研修中は台湾の河川の水質調査を行った。台湾

の水質調査の実験は、オンラインで交流を続けてきた桃園高級中等学校と共同して行った。

日本と台湾の水質を比較研究することができた。共同実験を行うにあたり、企画、対象校と

の話し合い、薬品の扱いや実験の事前打ち合わせなど、乗り越えるべきハードルが多かった

が、実現できたことは大きな成果である。この成果を、海外の高校との共同研究につなげて

いきたい。

・台湾も日本同様、地震多発国である。台湾の地震遺構である 地震教育園区を訪れて、日

本と台湾の地震の比較研究も行った。

７ 課題研究を支える事業・授業の開発、学校設定教科・科目

（１）研究スキルを高める授業の開発と実施

科目名 対象 単位数 主な内容

探究基礎

探究科１年

１単位（長期休業中などに

集中的に実施）

アカデミックツアーⅠ

講演会 等

課題研究実践 理数科２年 １単位（長期休業中などに

集中的に実施）

サイエンスツアーⅡ

大学出張講義

普通科３年 ２単位 教科間連携による複

眼的視点を養う授業

リベラルアーツ 普通科３年 ２単位 教科間連携による表

現力等を養う授業

（２）大学等と連携した文理融合型サイエンスプログラムの開発

・アカデミックツアーⅠの開発

卒業生アンケートから、サイエンスツアーⅡは卒業生が進路決定に最も影響を与えた 事業の

１つであることが分かった。近隣に理系学部を擁する総合大学のない本校にとって、科学技術人材

の育成のためには大学の研究室で高度な理化学機器を用いた研究体験が非常に重要である。ルーブ

リック自己評価（ ）において、８項目のうち４項目で高評価が ％を超えており、この事業

の有効性を改めて実証する結果となった。

文系のカリキュラムで学ぶ生徒も所属する 探究科が大学の研究体験を行うアカデミック

ツアーⅠを開発した。神戸大学の大学設備を使用して、ハイレベルな生物実験を行った。その際に

文系の研究分野として、アルコール耐性の割合からアルコール飲料の販売戦略を考えるなど、経済

・経営学的な観点で考察する課題を設定して、事後学習での探究活動を行った。



―　15　―

８ 豊高型 教育まとめ

・ （科学技術的思考力）の取り組み

理数系科目の習得に加えて、本校独自の取り組みを行っている。また の に“ ”

の意味も持たせ、英語力や国際性も育んだ。

＜具体的取り組み＞

① 探究基礎 ②オンライン留学 ③全校リスニング ④人材養成プログラム

⑤リベラルアーツ：ＶＲゴーグルを利用して英語で天文学を学んだ。

・ （ ）：人文社会科学的取組み

を「情報プログラミング」「自己表現力の育成」「教養の深化」の３本柱として取り組んだ。

＜具体的取り組み＞

① 体験会 ②コミュニケーションワークショップ ③

④リベラルアーツ ⑤ Ⅰ

９ 活用事例のまとめ

コロナ禍で充実した 環境の活用の場が増えた。学習指導部による 活用の教員研修も奏功

していると考えられる。

＜具体的取り組み＞

①実験データや写真のクラウド上での共有 ②ポスターやパワーポイントの共有と同時編集

③オンライン交流、リモート授業での や の活用 ④ の活用

→これらの取組みの結実として、豊高アカデミアの自宅からのオンライン発表の成功があった。

１０ 新聞報道等

＜令和６年度＞

・神戸大学医学部研修の様子がサンテレビ「 ×キャッチ」で放送された。（ ）

１１ 確かな学びを支える教員の資質向上の研究開発と生徒の成長につながる指導と評価の一体化

・生徒が身につけた力をより客観的に評価する テストを実施（ ）

・豊高アカデミアに 先進校の教諭を招き、探究活動の指導力向上を目指した交流会を実施

・２年生の理数探究について、６月と２月の２回に分けて、教員と生徒がルーブリック面談を行い、

双方の評価について面談を実施（ ～ ）

レーダーチャートより、６月よりも２月の方が評価数値が上昇しており、事業の効果が見て取れ

る。また、教員の評価との差も縮まっているため、メタ認知能力が向上したと考えられる。

１２ 成果の普及について

（１） 体験会、豊高アカデミアなどの地域内外に開かれたイベントを通した成果普及

（２）兵庫県科学部会の講師として本校の の取り組みを発信

（３）小学校教員対象の研修の実施

（４）東海大学付属高輪台高校と生物自然科学部の玄武洞研修による生徒交流

豊高アカデミアの翌日に実施し、交流を深める中でジオパーク調査の成果普及を行った。

（５）生徒主体で実施する小中学校との連携

・豊高ラボ：本校へ来校した中学生約 名へ、本校生徒が教師役で実験授業を行った

・ 体験会：域内の小中学生へドローンや、プログラミングなどを指導

・小中学校での算数数学指導（教員養成プログラム）

１３ 交流、教職員による発表・報告等について

（１）来訪した団体への本校の取組みを紹介した。

本年度は３団体、県の研修会１件であった。昨年度は２件であった。

（２）先進校視察

研究発表会の視察や文理融合型の取組みの視察等、５校を視察した。



―　16　―

１４ 卒業生の活躍事例の収集

（１）卒業生活躍事例集の編纂準備

・ ３年度に実施した卒業生の大規模調査により、科学技術人材として活躍している卒業生に再

びアンケートを実施した。それをもとに の取組みがどのように仕事で生きているやどのよ

うな職業で活躍しているかをまとめた活躍事例集を編纂し、域内の中学校にも配布する。

（２）卒業生の研究活躍事例の情報収集

卒業後も本校教員が卒業生との連絡を取り合っており、大学や大学院での研究成果や大学卒業

後の進路について得られた情報をまとめている。

①第 回 化学フェスタ 優秀ポスター賞受賞（大阪市立大学 ）

②電波望遠鏡１棟の維持管理を委託されている（岐阜大学助教）

⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。）

（１） のルーブリック評価（ 等）の再検討

・中間ヒアリングにて、ルーブリック評価が生徒主体の主観的なものとなっているという指摘

があった。その改善を行い、客観的な評価方法を検討する。

（２）探究ノートの改善と公開

・今年度から１年生から探究ノートを持たせて３年間活用するように改訂した。しかし、著作権

等への配慮から、まだホームページでの公開に至っていない。 先進校の教諭による教員交

流研修会の内容を踏まえて、探究ノートを改訂し、公開を目指して著作権処理を行って開発成

果の普及を行っていく。

（３）文理融合・教科横断授業の充実

・単位制新学科 探究科の２学年での学校設定教科、学校設定科目の開発、実施をすすめ

る。特に、課題研究のテーマ設定や推進において、文系の探究活動が混ざることへの対応が

必要となる。

（４）カリキュラムマネジメント 
・文理融合単位制新学科の３年次以降のカリキュラム開発を、３年間の サイクルを考慮し

て行う。

（５）課題研究や探究の深化と指導方法の改善

・生徒主体でテーマ設定をする探究の全校展開を継続し、課題研究の質的向上に取り組むこと

が引き続きの課題である。豊高アカデミアでの教員交流研修会で得られた 先進校の取組

みに学び、生徒が意欲的に探究活動を行うための仕掛けづくりを行う。

（６）コンテスト等の参加、受賞者の増加 
・理数探究や生物自然科学部の研究結果をコンテストや学会で発表する機会創出を行う。数学

オリンピックは、神戸大学附属中等教育学校の企画している勉強会へ参加するなど、スキル
アップの取組みを強化している。その結果、令和６年度大会では兵庫地区表彰者が１名出た。
本選出場まであと一歩のところまで到達しているので、継続的に強化を図っていく。

（７）海外連携校との共同研究の実施 
・台湾の桃園高級中等学校と共同研究を行う方法を模索する。

（８）豊高版卒業生活躍事例集の製作と域内中学校への配布 
・ を経験した生徒の中で、社会に出て活躍する事例が出てきている。それらを活躍事例集と

してまとめることで、本校生徒にとってはロールモデルとなり、域内中学校へ配布すること

で成果普及が期待できる。すでに卒業生へアンケートを実施しているので、完成と配布を実

施する。また、数年ごとに定期的に活躍事例を増やして、事例集の充実を目指す。

（９） 備品リストの公開と周知徹底

・本校の 備品を近隣他校が活用できるように備品リストの公開し、域内の高校へ周知徹底す

る。備品リストはすでに完成しているため、共同利用のためのガイドラインを作成して公開す

る。域内の他校の研究活動の手助けをすることで、域内の理数研究レベルの底上げを図る。
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❸❸関関係係資資料料
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運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録（（令令和和６６年年度度））

●●第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】令和６年６月 日（水） ： ～ ：

【場 所】豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催）

●●第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会

【日 時】令和７年２月８日（土） ： ～ ：

【場 所】豊岡高校 ルーム（オンライン、対面での開催）

【運営指導委員】

東京大学 名誉教授 尾嶋 正治 様 東北大学大学院 教授 渡辺 正夫 様

関西学院大学 教授 佐藤 真 様 芸術文化観光専門職大学 学長 平田 オリザ 様

兵庫教育大学 教授 𠮷𠮷水 裕也 様 中田工芸株式会社 社長 中田 修平 様

豊岡市立豊岡南中学校 校長 能登 琢也 様

【内 容 第１回 】

＜本校探究推進部による今年度の事業説明＞

・豊高型 教育を基盤とした想像力・国際性

を備えたサイエンスリーダーの育成を課題とし、

文理融合の取り組みを深化させていく。

・第Ⅲ期より理数科で行ってきた探究的な活動を

全校展開し、 という文理融

合の授業を行ってきた。この取り組みを第Ⅳ期

では 探究科の中で発展させていく。

・課題研究の取り組みとして、新たに共創探究を

実施し普通科と協働した探究活動を行った。

・探究ノートを 年生から記録できるように改訂

し、３年間の探究活動の成長を確認できるよう

にした。

・ 探究科の新設に伴い、文理融合型の取り組

みの開発、推進が急務である。

・アカデミックツアーⅡにおいて、昨年度までの

サイエンスツアーⅡの理数中心の体験だけでな

く、文系の体験も開発していく必要がある。

・コンテストへの出場や受賞が少なかったが、

テレビ「 １」という番組の中でナイス探究賞

（ベスト ）を受賞したことは、これまでの取

り組みの結果だといえる。

・評価方法の開発について、昨年度の 年生の探

究活動の振り返りをテキストマイニングや 文

章要約による評価を行った。

・昨年度の豊高アカデミア実施の際に、多くの先

生方から「質問の活性化」が課題だと指摘。質疑

応答に特化した取り組みとして課題研究討論会

を普通科の生徒もともに参加した。

・但馬の他の学校に機器の貸し出しなどを行い、

地域全体のサポートを行いたい。

・ テストの結果から、理数探究基礎の授業

で研究手法を理解したため、正答率が伸びたと

考えられる。

＜指導助言など＞

・課題研究討論会の取り組みはとても良い。

・リモートを利用し、より広く交流の輪を広げて

いくことが求められる。また、地域の農業高校な

どと協働研究を行うと、より研究のレベルが上

がるのではないか。

・豊高アカデミアから研究を選び、英語での発表

を行う流れは良いが、よりスムーズに発表し、質

疑応答を行うことができるように。また、生徒の

質問力の育成が求められる。英語のハードルが

あるが、挑戦することが求められる。

・教科と探究の教科横断だけでなく縦断について

も考える必要がある。

・考えながら聞く力、考えるための技法を育てて

いく必要がある。

・「持続可能な社会の作り手としての意識」につい

てどれだけ考えることができているのか。

・動機と結論の結びつきが弱いように感じた。

・日常の中で貪欲に探究に取り組むことができる

とよい。また、海外研修などの体験を通じてより

英語力が高まればよい。

・小学校、中学校と連携して探究活動を発表する

機会があればよいかもしれない。

・英語の発表を行う際に、 の教員とどのように

協力して行っているのかを、他の学校にも広め

ていけるとよい。

・調べ学習で終わってしまうケースがあるため、

１、２年生でのテーマ設定をどのようにしてい

くのかを考えていく必要がある。
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【内 容 第２回 】

＜本校探究推進部による今年度の事業説明＞

（研究開発の概要）

・単位制新学科である 探究科に転身したこ

とで、従来の理数系教育のカリキュラムがメイ

ンであったが、文系のカリキュラムも設定し充

実を図った。その中で、「共創探究Ⅰ」「 Ⅰ」

「探究基礎」の３つの探究的な授業を実施し、文

理融合型の探究活動を行った。

・ で探究活動に取り組んだ卒業生の活躍事例

集を作成し、豊岡高校に在籍する生徒だけでな

く、地域の中学生にも伝え、豊岡高校の取り組み

や、どのような力を育むことができるのかを波

及できるように編纂している。

・生徒の希望進路は理系が 名、文系が４名で理

系が多いが、文理融合の取り組みを来年度以降

も進めていく予定である。

・ の長期指定によるチャレンジや実践により、

但馬地区では公立高校で理系進学をするなら豊

岡高校が良いと評価されている。

・探究ノートを 年生から記録できるように改訂

し、３年生に担任になった先生にも探究活動の

成長を理解し、学校推薦型、総合型などの入試に

対応できるようにした。

・ 月に台湾へ海外研修を行い、オンラインで交

流を続けてきた台湾の桃園高級中等学校へ訪問

し、豊岡の川と台湾の川の水質比較の共同実験

を行った。

・来年度は北但大震災の発生から 年を迎える

ため、日本と同じく地震の多い台湾と地震につ

いて共同研究を行い、相互理解を深めていきた

い。

・修士課程進学 ％ 、博士課程進学 ％ な

ど全国のデータと比較して多いことがわかる。

本校の教育が科学技術人材の育成に貢献してい

るといえる。

・環日本海構想の連携校の交流を進めていく。

・今後、事業の精査と深化を進め、自走化を進めて

いく。

＜指導助言など＞

・今後、事業の精査と深化を進め、自走化を進めて

いく。

・課題の設定が適切なものもあったが、詰めが甘

いものもあった。

・今回の仕組みでは最大 つの発表しか聞けなか

ったことが残念であった。

・オンラインが原因であったかもしれないが、質

疑が少なく、教員や指導員の質疑が多かった。

・文系で進学しても、 やデータなどを利用する

機会が増えているため、今後も文理融合の取り

組みを進めていくことが求められる。

・今回のオンライン発表会は、さまざまな発表を

オンライン上でみることができ、一つのモデル

としてとてもよかった。

・数年前に大雪により実施できないことがあった

が、今回はオンラインによる発表会を実施する

ことができ、以前の課題をクリアした形になっ

た。

・失敗することへの恐怖心をもつ生徒が多いため、

トライアンドエラーを繰り返すことで、よりよい

ものを求めていく姿勢が必要である

・北但大震災の発表において、具体的にどんな地

震でどんな被害があったのかがわからなかった。

どんな人でもわかりやすいように説明すること

が求められる。

・探究において、文理融合ひとつのキーになる。都

会に集中する人材に対し、 などを利用し文理

の枠を超えて対応していくことが求められる。

・探究課題が「自分事」になっているのか。これは

環境に大きく影響を受けるものである。「問題発

見」にも力を入れていく必要がある。

・探究ノートが探究学習の一つの教材として有効

であると考えられる。週末を利用しリフレクシ

ョンを行い、次の学びに向かって行くことが求

められる。今後、生徒自身がより学びの意味を捉

えられるように指導していく必要がある。

・ 探究 学習と、普段学習している教科との

つながりをより深めていく必要がある。

・発表に慣れており上手だが、質問力をより育て

ていく必要がある。

・高校生ならではの工夫を活かした探究を行って

もよいと感じた。

・課題設定に対し、結論がずれていると感じる探

究活動も多くあるように感じた。豊岡の人口減

少の班に関しては、豊岡の魅力を伝えることに

注力しており、実際の人口減少に対する提案な

どまで言及できていなかった。

・批判的思考（クリティカルシンキング）をもち、

常に疑う思考をもつことで、より探究活動が深

まることになるため、今後大切になってくるの

ではないか。

・リーダーの育成もそうだが、生徒一人ひとりが

リーダーシップを発揮し、自分の意見などを発

信することが求められる。

・事前にお互いの発表に関して批判し合うことで

より有意義になるのではないか。

・学校の準備や生徒への事前指導などのノウハウ

を今後全体で共有していってほしい。
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生生徒徒意意識識調調査査・・ テテスストト結結果果

１１．．生生徒徒意意識識調調査査

２２．． テテスストト結結果果

正答率（％）

マジックワードとは、①と②のどちらか。 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月
①聞こえはよいが、具体的に何を意味するかわからない言葉。

②一言ですべてを説明できる言葉。

データ・研究活動によって得られた結果などを真正でないものに加

工すること。
↑ ↓

ほかの研究者のアイデア、研究結果などを、当該研究者の了解もし

くは適切な表示なく流用すること。

ほかの研究者が書いた文章やデータなどについて、一定のルールに

従って使用すること。

図書館などを利用すれば、昔の新聞を閲覧することができる。

インターネットニュースは、永久に情報を閲覧することができる。 ↓ ↓

図書館は，そこに行かなければ蔵書を調べることができない。 ↑ ↓

あとで必要になるかもしれないので、思いついた質問はすべて入れ

る。
↑ ↑

仮説を裏付ける回答が導かれるように誘導した質問を入れる。 ↑
質問はできるだけ少ないほうがよいので、１つの質問に２つの論点

を含める。
↓ ↓

実験の準備ができたら、

①本番の実験を１回で行う　②本番の前に予備実験を行う。

仮説と異なった結果が出た場合、①仮説を修正する　②結果を修正

する。

記録は１週間に１度、まとめて行う。

だれでも記述を消して訂正できるよう、鉛筆で記入する。 ↓ ↑ ↓

気づいた点や、次に何をすべきかなども書く。

ポスター発表について適切なのは、①と②のどちらか。

①聞き手の理解度に合わせて，説明を適宜加えてもよい

②まずは原稿内容を読み上げることを優先する。

「研究ノートの記録」について正しいものに①、誤っているものに②をマーク。

「アンケート調査で気をつけること」について、正しいものに①、誤ってい

るものに②をマーク。

実験において気をつけるべきことについて、適切な番号をマーク。

「研究理論」について、①盗用②捏造③改ざん④引用のどれに当てはまるか。

「情報源」について、正しいものに①、誤っているものに②をマーク。

2年普通科 1年理数科 2年理数科

↑

79期 78期 77期
1年普通科 1年STEAM探究科 1年普通科 3年理数科1年普通科 2年普通科 3年普通科 1年理数科 2年理数科

1よくあてはまる　　　　　２ややあてはまる

３あまりあてはまらない　  ４あてはまらない　　　　

入学前にＳＳＨ指定校であることを知っていた ↓

教科書・図説などは発展内容のページまでよく読む ↓ ↓ ↓ ↑ ↑

目的を理解した上で観察や実験などに取り組んでいる

観察や実験の結果を的確に記録・整理できる ↓

実験をレポートにまとめたり授業をノートにまとめたりすると理解が深まる ↓ ↑

観察や実験の結果から新たな課題を考えることができる ↑ ↓ ↑ ↑

授業での疑問点は出来るだけ早いうちに解決しようとしている ↓ ↓

授業での学習内容を日常生活や社会とのかかわりに関連づけて考えることができる ↑ ↓ ↑ ↓ ↑

ニュースなどで気になった事項について調べてみることがよくある ↑

話題になっているニュースについて自分の意見を持てる ↓ ↑ ↑

現在の技術ではわかっていない、答えのない問題について興味がある ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑

答えのない問題や話題について友人と話し合うことが好きである ↑ ↑ ↑

物事に自らすすんで取り組むことができる ↑ ↓ ↑ ↑

周囲と協力して取り組むことができる

何事にも粘り強く取り組むことができる ↑ ↓

独自なものを創り出そうとする姿勢がある ↑ ↑

新たな問題を発見したり気づいたりすることができる ↑ ↓ ↑

自分の考えを他者に伝えることができる ↓

英語で自分の考えを他者に伝えることができる ↑ ↓ ↑ ↑

「探究」もしくは「課題研究」の授業により、４月に比べて探究心が増した

年末 年度当初 年末 年末

2年理数科2年普通科 3年理数科

年度当初 年末

3年普通科

年度当初年度当初 年末 年末年末

2年理数科

年度当初 年末

2年普通科

年度当初 年末 年末年末

79期

年度当初

1年普通科

年度当初

1年理数科

77期78期

年度当初

１年
STEAM探究科１年普通科

年度当初

１年普通科

年度当初

１年理数科

年度当初年末
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アアンンケケーートト・・ルルーーブブリリッッククののままととめめ

１．令和５年度より各事業において生徒が自己評価するためのルーブリックを改定

フォーム解答画面（抜粋）

生生徒徒がが自自己己評評価価すするるたためめののルルーーブブリリッックク

上記の図は年度当初に決定した 活動でつけたい 項目の自己評価のためのルーブリックである。

後の集計がしやすいように、事業ごとに フォームを使用し自己評価を行わせた。

高い自己評価（③④選択）をした生徒の割合を （生徒自己評価結果）に載せている。
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２．理数探究（理数科２年生）でルーブリック自己評価（ ）と併用したシート

３．海外研修の面接試験で使用したルーブリック

・英語運用能力を評価する
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生生徒徒自自己己評評価価結結果果

兵庫県立豊岡高等学校ＳＳＨ事業　評価項目一覧
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ｃ
発
想
・
想
像
力

ｄ
知
的
探
究
力

メ
タ
認
知

や
り
抜
く
力

ａ
計
画
立
案
力

ｂ
調
査
す
る
技
能

ｃ
デ
ー

タ
を
分
析
・
統
合

　
す
る
力

ｄ
仮
説
を
立
て
る
力

課
題
突
破
力
（

）

論
文
に
ま
と
め
る
力

論
理
的
表
現
力

発
表
態
度

（

課
題
研
究
Ⅲ
は
英
語
）

発
表
資
料
の
工
夫

質
問
す
る
力

質
問
へ
の
対
応

英
語
で
の

　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

基礎ステージ

探究Ⅰ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

探究Ⅰ（Dream Speech）

探究Ⅰ（未来からの挑戦状）

共創探究Ⅰ

大学模擬授業・高大連携講座 ☆ ☆☆ ☆ ☆

小学校実験教室 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆

小学校算数教室 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆

豊高サイエンスラボ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

全校リスニング ☆☆

海外研修

科学の祭典

留学生との交流 ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆

実践ステージ

アカデミックツアーⅠ

サイエンスツアーⅡ

学校設定科目 ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆

探究Ⅱ・理数探究基礎

探究Ⅲ

理数探究（理数科２年） ☆☆ ☆☆

理数探究（理数科３年）

展開ステージ

豊高アカデミア

コンテストへの参加

他校SSH発表会 ☆☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆

①生涯にわたり協働して課題を発見し解
決する力

②高度で実践的な科学的思考力
③わかりやすく伝える表現力と

国際的討議力
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理理数数探探究究（（理理数数科科２２年年生生）） ルルーーブブリリッックク面面談談のの結結果果分分析析

理数探究では毎年度、６月と２月に生徒のルーブリック自己評価と教員による生徒の評価を行い、それをも

とに面談をするルーブリック面談を実施している。その令和６年度の結果を生徒と教員で比較した。



―　25　―

令和４年度入学生　教育課程表

文系 理系 文系 理系

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究 2○ 2○ 3○ 2○

歴 史 総 合

日 本 史 探 究 3○ 2○ 2○ 3○ 3○ 2○

世 界 史 探 究 3○ 3○

公 共

倫 理 2●

政 治 ・ 経 済 2●

※ 公 民 詳 論

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ 5△

数 学 Ａ

数 学 Ｂ 1◇

数 学 Ｃ 1◇

※ 数 学 探 究 基 礎 2＊

※ 数 学 探 究 2＊ 2△

※ 数 学 総 合 2☆ 2△

※ 数 学 研 究 2◇

物 理 基 礎

物 理 2▽ 4▽

化 学 基 礎

化 学 4▼・2▼

生 物 基 礎

生 物 2▽ 4▽

※※ 理理 科科 探探 究究

※※ 理理 科科 研研 究究 22◎◎

※※ 課課 題題 研研 究究 実実 践践

体 育 7～8

保 健

音 楽 Ⅰ 2□ 2□

美 術 Ⅰ 2□ 2□

書 道 Ⅰ 2□ 2□

※ 総 合 芸 術 2◇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

※ 英 語 実 践 1△

※ 英 語 研 究 2◇

家 庭 家 庭 基 礎

情 報 情 報 Ⅰ

理理 数数 探探 究究 基基 礎礎

理理 数数 探探 究究 22～～55

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 66～～1122

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～88

理理 数数 物物 理理 33～～99 55★★

理理 数数 化化 学学 33～～99

理理 数数 生生 物物 33～～99 55★★

音 楽 ソ ル フ ェ ー ジ ュ 4～12 2＊
22☆☆ 22▼▼

SS  TT  EE  AA  MM  概概  論論
リリベベララルルアアーーツツ 22◎◎

22▼▼
33～～66

理数科

理
　
数

普通科
理数科

国
語

地
理
歴
史

公
民

数
　
学

教
　
科

科　目
標準
単位

１年 ２年 ３年

普通科 理数科
普通科

理
　
科

保
体

芸
　
術

外
　
国
　
語

※は学校設定科目および学校設定教科である。「STEAM概論」と「課題研究実践」は特定期間に実施する。

理数

※※CCrroossss

総総 合合 的的 なな 探探 究究 のの 時時 間間

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数

令令和和４４年年度度入入学学生生 教教育育課課程程編編成成表表
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令和５年度入学生　教育課程表

文系 理系 文系 理系

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究 2○ 2○ 3○ 2○

歴 史 総 合

日 本 史 探 究 3○ 2○ 2○ 3○ 3○ 2○

世 界 史 探 究 3○ 3○

公 共

倫 理 2●

政 治 ・ 経 済 2●

※ 公 民 詳 論

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ 5△

数 学 Ａ

数 学 Ｂ 1◇

数 学 Ｃ 1◇

※ 数 学 探 究 基 礎 2＊

※ 数 学 探 究 4＊ 4△

※ 数 学 研 究 2◇

物 理 基 礎

物 理 2▽ 4▽

化 学 基 礎

化 学 4▼・2▼

生 物 基 礎

生 物 2▽ 4▽

※※ 理理 科科 探探 究究

※※ 理理 科科 研研 究究 22◎◎

※※ 課課 題題 研研 究究 実実 践践

体 育 7～8

保 健

音 楽 Ⅰ 2□ 2□

美 術 Ⅰ 2□ 2□

書 道 Ⅰ 2□ 2□
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

※ 英 語 実 践 1△

※ 英 語 研 究 2◇

家 庭 家 庭 基 礎

情 報 情 報 Ⅰ

理理 数数 探探 究究 基基 礎礎

理理 数数 探探 究究 22～～55

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 66～～1122

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～88

理理 数数 物物 理理 33～～99 55★★

理理 数数 化化 学学 33～～99

理理 数数 生生 物物 33～～99 55★★

演 奏 研 究 2～6 2◇ 2＊

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 4～12 2＊
22＊＊ 22▼▼

SS  TT  EE  AA  MM  概概  論論
リリベベララルルアアーーツツ 22◎◎

22▼▼
33～～66

※は学校設定科目および学校設定教科である。「STEAM概論」と「課題研究実践」は特定期間に実施する。

理
　
科

保
体

芸
　
術

外
　
国
　
語

理数

理
　
数

音楽

※※CCrroossss

総総 合合 的的 なな 探探 究究 のの 時時 間間

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数

数
　
学

教
　
科

科　目
標準
単位

１年

国
語

地
理
歴
史

公
民

２年 ３年

普通科 理数科
普通科

理数科
普通科

理数科

令令和和５５年年度度入入学学生生 教教育育課課程程編編成成表表
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令和６年度入学生　教育課程表

文系 理系 文系 理系

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語 2○ 2〇

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究 2○ 2○ 3○ 2○

歴 史 総 合

日 本 史 探 究 3○ 2○ 3☆・2○ 3○ 3○ 3☆・2○

世 界 史 探 究 3○ 3☆ 3○ 3☆

※ 歴 史 講 座 2＊ 2△

公 共

倫 理 2□ 2☆

政 治 ・ 経 済 2□ 2☆

※ 公 民 詳 論 2▽

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ 4＊・3☆

数 学 Ⅲ 5△ 5☆

数 学 Ａ

数 学 Ｂ 1◇ 1◇

数 学 Ｃ 1◇ 1◇

※ 数 学 探 究 基 礎 2＊ 2△

※ 数 学 探 究 4＊ 4△ 4☆△

※ 数 学 研 究 2◇ 2◇

科 学 と 人 間 生 活 2△

物 理 基 礎 2△

物 理 2▽ 2＊ 4▽ 4△

化 学 基 礎

化 学 2＊ 4☆・2☆ 4▽・2▽

生 物 基 礎

生 物 2▽ 2＊ 4▽ 4△

※※ 理理 科科 研研 究究 22◎◎ 22▽▽

体 育 7～8

保 健

音 楽 Ⅰ 2□ 2□

美 術 Ⅰ 2□ 2□

書 道 Ⅰ 2□ 2□
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

※ 英 語 実 践 基 礎

※ 英 語 実 践 1△ 1☆

※ 英 語 研 究 2◇ 2◇

家 庭 家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

※ 情 報 探 究

理数 理理 数数 探探 究究 基基 礎礎

演 奏 研 究 2～6 2◇ 2◇

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 4～12 2＊ 2△
CCrroossss  OOvveerr  PPrrooggrraamm 22＊＊ 22☆☆ 22▽▽

リリベベララルルアアーーツツ 22◎◎ 22△△
TTeecchhnnoollooggyy  AAnndd  SScciieennccee 22☆☆ 22▽▽

SSTTEEAAMM英語 22◇◇ 22◇◇
SSTTEEAAMM  ⅠⅠ
SSTTEEAAMM  ⅡⅡ
SSTTEEAAMM  ⅢⅢ
探探究究基基礎礎
探探究究実実践践

33～～66

※は学校設定科目および学校設定教科である。「探究基礎」と「探究実践」は特定期間に実施する。

理
　
科

保
体

芸
　
術

外
　
国
　
語

情報

音楽

※※CCrroossss

※※共共創創

総総 合合 的的 なな 探探 究究 のの 時時 間間

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数

数
　
学

教
　
科

科　目
標準
単位

１年

国
語

地
理
歴
史

公
民

２年 ３年

普通科
探究科

普通科

探究科

普通科

探究科

令令和和６６年年度度入入学学生生 教教育育課課程程編編成成表表
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課課題題研研究究 探探究究テテーーママ一一覧覧

探探究究ⅠⅠ（（普普通通科科１１年年））

住みやすい豊岡にするために 米の質を上げるには

豊岡市の人口増加と住みやすい町づくり コウノトリがいる生活

住みやすい街づくり の活用と変化

’s 裁判～ヒトの法で を裁けるのか～

混雑感による観光への意欲 電子決済と無人バス

混雑感にベンチとゴミ箱は関係があるのか フリー で快適な社会に

～４枚の写真を添えて～ ジェンダーに関する働き方改革

観光客と住民どちらも気持ちよく過ごせる街に 子供の意識とジェンダーギャップ

再発見🔎🔎～都会にはない豊岡の魅力～ 性別と色

復興建築群の様子 知ってみよう！ジェンダーギャップ！！！

豊岡を賑やかにしよう！ 生活習慣をスマホで整える

豊岡の街づくりについて 紫外線による健康への影響は？

豊岡の子育てとビジネス～豊岡市の少子化危機

を止めろ！～

口腔ケアで健康寿命を延ばそう！

・コープ・大開通りの商店街改革論 な の生活

豊岡の人口減少に歯止めをかけろ！～ ターン者を増

やすためにこれからの豊岡に必要なものとは～

これからのデジタルの活用法

大型商業施設を豊岡に作ったら活気は出るの

か？！

オンライン教育端末で学力低下！？～オンライ

ン端末と学力の関係～

無農薬栽培での抑草の安定化について 私たちが受けたいオンライン教育とは

コウノトリ米と人 日本と海外とのオンライン教育の違い

探探究究基基礎礎（（アアカカデデミミッッククツツアアーーⅠⅠ））（（ 探探究究科科１１年年））

光合成色素の分解 光合成色素の分離

プロトプラストを用いた色素の観察 紫キャベツの葉緑体は緑色体は緑色なのか？

パイナップル 酢豚 パイナップルと酵素の関係に迫る！

ダンゴムシの交替性転向反応について １ ダンゴムシの交替性転向反応について ２

アルコール耐性と遺伝子型の関係について アルコール耐性と遺伝子型の関係について

探探究究ⅡⅡ（（普普通通科科２２年年））

香港の平均寿命が世界一である理由

バタコエネルギー テレビ離れと 近づき

☆おかしのかみさま☆ 物価高から主婦を救え！スーパーマーケット調査

行こう、飲もう、楽しもう、茶道！ ハードドライブのフードロス削減への道

脱‼ブラック労働！ 日本も貧困な国！？

もっとつながれ糸電話 触れるピクトグラム

川の水質に迫る。～川って実際きれい？汚い？ 身近に迫る脅威～あなたは大丈夫⁉～
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課課題題研研究究 探探究究テテーーママ一一覧覧

探探究究ⅠⅠ（（普普通通科科１１年年））

住みやすい豊岡にするために 米の質を上げるには

豊岡市の人口増加と住みやすい町づくり コウノトリがいる生活

住みやすい街づくり の活用と変化

’s 裁判～ヒトの法で を裁けるのか～

混雑感による観光への意欲 電子決済と無人バス

混雑感にベンチとゴミ箱は関係があるのか フリー で快適な社会に

～４枚の写真を添えて～ ジェンダーに関する働き方改革

観光客と住民どちらも気持ちよく過ごせる街に 子供の意識とジェンダーギャップ

再発見🔎🔎～都会にはない豊岡の魅力～ 性別と色

復興建築群の様子 知ってみよう！ジェンダーギャップ！！！

豊岡を賑やかにしよう！ 生活習慣をスマホで整える

豊岡の街づくりについて 紫外線による健康への影響は？

豊岡の子育てとビジネス～豊岡市の少子化危機

を止めろ！～

口腔ケアで健康寿命を延ばそう！

・コープ・大開通りの商店街改革論 な の生活

豊岡の人口減少に歯止めをかけろ！～ ターン者を増

やすためにこれからの豊岡に必要なものとは～

これからのデジタルの活用法

大型商業施設を豊岡に作ったら活気は出るの

か？！

オンライン教育端末で学力低下！？～オンライ

ン端末と学力の関係～

無農薬栽培での抑草の安定化について 私たちが受けたいオンライン教育とは

コウノトリ米と人 日本と海外とのオンライン教育の違い

探探究究基基礎礎（（アアカカデデミミッッククツツアアーーⅠⅠ））（（ 探探究究科科１１年年））

光合成色素の分解 光合成色素の分離

プロトプラストを用いた色素の観察 紫キャベツの葉緑体は緑色体は緑色なのか？

パイナップル 酢豚 パイナップルと酵素の関係に迫る！

ダンゴムシの交替性転向反応について １ ダンゴムシの交替性転向反応について ２

アルコール耐性と遺伝子型の関係について アルコール耐性と遺伝子型の関係について

探探究究ⅡⅡ（（普普通通科科２２年年））

香港の平均寿命が世界一である理由

バタコエネルギー テレビ離れと 近づき

☆おかしのかみさま☆ 物価高から主婦を救え！スーパーマーケット調査

行こう、飲もう、楽しもう、茶道！ ハードドライブのフードロス削減への道

脱‼ブラック労働！ 日本も貧困な国！？

もっとつながれ糸電話 触れるピクトグラム

川の水質に迫る。～川って実際きれい？汚い？ 身近に迫る脅威～あなたは大丈夫⁉～

スポーツにおける疲労回復 健康的なスイーツを作りたい！

スポーツを作る！！ ベストソングには共通する特徴はあるのか⁉

英語を楽しく身につけよう！ 音楽で集中力は上がるのか？！

すべては睡眠から始まる 𓏸𓏸𓏸𓏸食べるだけで になれるってマ？

豊岡市のスポーツと経済 ファッションの未来を変える

世界中で大活躍したい！！ ＆ ぽっぷ

アップによるパフォーマンスの変化 五感で味は変わるのか！？

聴覚が感情に与える影響とは？ 狂犬病とその予防法について

世紀版暗記パン 豊高生の理想の１日スケジュール～質の良い睡眠を

とるために～

食べて勉強効率をあげよう 豊岡の天気はごきげんいかが

性格と集中の相関関係について暴いてみた 花が好きな人たちへ 〜花を長く保つ方法〜

本が人にどのような影響を与えているのか

未来予想図 豊岡～ふるさとを守るための教育とは？～ 勉強する条件が変われば成績が上がる

教員って⁉実際どうなの課 目の日焼けについて

髪型における第一印象の決まり方 目覚めを良くするには！？

化が進んでいく未来で必要となる力を育てる数学教育とは

理理数数探探究究（（理理数数科科２２年年））

音響特性を調整可能なスピーカーボックスの開発 特定外来生物を用いたアミノ酸液作り

豊岡高校はなぜ倒壊しなかったのか 再生野菜と土壌

イシクラゲをコースターに！？ を活用した予測ソフトの開発

振り子と制震

理理数数探探究究（（理理数数科科３３年年））

～ ～

※ 理数探究 ３年 は理数探究 ２年）の内容をより深く考察し、英訳したものである。

生生物物自自然然科科学学部部

生物分野 アカハライモリの人為的移入の可能性について
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報報道道記記事事・・ホホーームムペペーージジのの改改善善とと運運用用

●報道記事

サンテレビ「 ×キャッチ」 令和６年 月 日（月）

●学校評価にかかる保護者アンケート（ホームページ関連）

学校の情報はどこから入手されますか。（複数回答可）

年年 年年 年年 全全校校 割割合合 割割合合

お子様

学級通信

学年通信

学校通信

ＰＴＡ会員

学校ホームページ

その他

豊高ホームページはどれくらいご覧になりますか。

年年 年年 年年 全全校校 割割合合 割割合合

よく見る

時々見る

あまり見ない

見たことがない

●ホームページに掲載されているＳＳＨ研究開発成果の共有項目

・課題研究発表交流会の実施要項 ・課題研究Ⅰ 抽出実験発表資料の作り方（英語）

・探究Ⅱ・課題研究Ⅱアドヴァイスシート ・課題研究・探究テーマ一覧（平成 年度～令和５年度）

・課題研究情報交換会 指導案とワークシート ・課題研究・探究 研究で用いる英語表現

・探究Ⅲ発表会要旨集 ・中和滴定実験生徒用（理数化学）

・研究開発実施報告書 ・豊高アカデミア実施要項

・ホームページで情報を入手する保護者が減少した。

ホームページデザインに関して古風であるという意見

が出ており、デザインの変更をした。今後も、多くの

意見を取り入れながらの改善が必要である。

・今年度取り組み

まとまった情報発信はホームページの得意であること

から情報発信を継続。新着任教員によるブログを更新

し親しみやすいホームページを目指した。

・今年度ホームページ更新回数は 回であった。

（令和７年２月現在）
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